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Ⅱ　価格の不安定性問題と安定化目的
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(!I I ) こω問題l土庄業組織論の立i易か，， ，＇（＇持IW分
析がil／）（，；＇て L、ろカ，， こ，！） 点』ご＜•し、 ζ 特 iリ、＜.＇）あら山＼；































































































S(I't）ニ Bトん l'ti Vt 
l't""{d防長， A, J;、a,b＞。



















1 本1,¥ n 1 1 n 
K＊ニ A Q （一一， l ＞， 




































































































































































































































；＇人 l在日l'C （＞， ノビ J <- , St i’e1ersberg Paradox か，1,-;






(i :i) 市立型間数牛，＼~ど！な、にプ、 f1tti 1:~ •Ni l J ('lか 1F
fあζ ことを｛ri'.i:'I, t; 上 f) J 寄金A':Jl務｛，の説明に ＇！（ もて
It唱 Sakai,I I，“ Sh川 tRun Price Inぇ！ability of a 
ドrimary Commoclity, Spot-Futures '.'v1arl、ctぷ訂以l
Buffer Stock Control,'' Paper I》resぜnted lo tl孔
lntt,rnational Sympo日um on I¥'cw Directions of 
As1正邑 Ue,・elopmenl Strategies, Held on '.'vfarch、

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Pr=P μ-(a-b μ) (10) 
ここで，第 1図のA点における供給の価格弾カ性
をザとすると，























































































D=D(P, T, .l) （！司
ここで Dt土錫需要量， Pは錫地金価格， Tは工
業生産指数， Iは技術進歩を示している。
符号条件は，
JD uD DD 
く0 >0 岨＜O
































iJf) ,, ,,JJ i)j) 
cl 1 ! ぺ .dI十内 mclTt 《 九





































































}l.'j,'Jf, 84 2':i, (1971～75;1、IJり） ( I ,I '! 
l ノ J _,.' : 一/, I· ラ •1 ・ t , ¢;: 1＇さ ilて
/; IJ, t'rf :Cl・ 1• fニア c:.t tki iJ- 'I戸「＿；：，7:J.8%え t，＇；指：J; t 
f新I/I', I. ・,: '・ , . 寸
( if三） /1: i{f.1'. ;i' .' •日1 杭Ii) Ii lリ.：f'.i,*k.i「／I:'/, :' 1t'8 11 
回 Fノ／ l併ヮ汗研究／＇＇・ l 5州8'<+, 毛主 W•o
( d.:l ) K. A. l¥L Ariff ILi ，そpl{l_o 
(,,.JI c_,n1:i,1,r・, 1J11 J主ifi（.，じ？心伐Jl1l1科1. 
( ,1日J れl；、r'f !, ; 'i,1r.1/_(1J/1lilれi七iえ，； i安（i'JJ,; 














































































( i) U'(W）＞ひかっ U’＇（W)<O



























































































































































































!_E. [V（医）］ =U'(11o)Ef d .:£_ J 
cl St L clSt J 
+ U"(Ao)EI 1:t・d r土l=O (12) 
1 ast J 





+u”（Ao) E[(Pi+1-( 1十〆）P{)'St］出 0 (13)' 
となる。ところで合理的期待形成仮説により，












































































J}'[ [ !, ＇二 J 〕L、亡， iクくのように｛反定しよう，
fに
U1 ζ W1  lアJ (7) 
;'JミFJ
() t ,・ 
F「＼＇1J二 O. F「l',¥' l j ' ' ' (81 
（）七 n・'. I 
現物l有t誌の均衡条｛＇！：に（1），問、 13）を代入すると，
(r十什11)dI》； 川； dfう i十[T，士川1ull＇；け



















00 00 oo 
(r十日行）：＝； 1V1 V1 1ー パlJI:科71V, 1 1-l I:w1V1 1 
I l 1=J .1＝。











Wo=lでかつ Wkニ 0 (K=l, 2, ... ) 
(13）式の係数方程式体系は，
（庁n+1ヲ）Wo十町HW,=1
日1TV,.,1 (r十戸十2目的wん十仔Rivk ,=o (1埠’

































































































































dP｛出 I:,OKjVt j 
主たは，初期条件 iv。が中の C'iがゼロの時か，
均衡条件（6），加＼， (1），帥， (1), (5）式より，次式を満たす場合である，すなわち，
一（日n＋月）Wo＋αB;,w。＝1 00 00 00 
p(}:; Wi Vt ;-1:;wjvト 1-j十町） (~. ¥Vj Vt+I j 
;co 1 o J=' 
包1
しかしながら，この凶式の条件を満たすような初


























































































Kk kト，＝ー士L I (A,-1)(,l，十an)
(1十r） ’


































































F,[d P,= = Z: Ci J,1 F:[l't J] =0 
分散を σJとすると，
a／二 f,;d l',J ＇ ~H［三 Co J, 1 1心J て（γゎ：
1三 o J 一，＜，・
先物価格変動は次式で与えられる。
co • 
d Pf二 ζrK，斗 1., (,l, → a)(l--J, . ) i V, 1 
' 1°:, fl r 
したがって，
Eid l'{l ;~, ［ι＋－1 l,.,(2，河川l ん1)1
E[ i九i-1二（）
この分散を σ，2 とおくと守
汀 =E：ζ!I》；「1でげ 三［K什 CJ1十αり）



























































































































（ム)2_:-) (t-w)(2aB十山 t) 













a~e-= { ,:n）→0 ( :1'-= -f,; ）・ ｝B--+0
以上から
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